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2 部以降の実践を読み解くためのガイドとなっている。第 2 部と第 3 部は実践編として計
13 の実践が紹介される。第 2 部ではまず、オーストラリアの総合大学であるニューサウス
ウェールズ大学という教育現場の歴史的・社会的背景に関する詳細な説明があり、その背


































































































































本書では、ニューサウスウェールズ大学における実践が 8 つ（第 2 部）、そして小、中、
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ス―ナレッジ社会の新たな知識形態の実践』（櫻井祐子訳）翔泳社（Wenger, E. & McDermott, R. 
& Snyder, W. M. (2002) Cultivating Communities of Practice: A Guide to Managing 
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